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♣会長あいさつ          森川 昌紀 

 

 

 

 

 

上地さん深山さん熊木さん、本日は卓話よろしくお願いい
たします。 
さて、２月は平和と紛争予防/紛争解決月間です。紛争と戦
争の違いは、内戦は？紛争は２者が争うこと、戦争は紛争の
中の一つとも言われております。内戦は１国内での争いのこ
とでこれも紛争の中に含まれる。なぜ紛争は起きるのでしょ
うか？1.宗教の違い2.民族の違い3.政権不安定4.大国の介入
5.資源の奪い合い。紛争が我々に与える影響は、難民が多く
なり貧困問題が加速する、食料不足、資材高騰になる。衛生
問題、病気・感染症が発生する。 前回もお話しましたが、
私達に出来る事は、真実を知ることが大切です。私達が無関
心でいることは世界で起こっている紛争を黙認してしまう
ので、まず真実を知り周囲に伝える事で平和への意識の高ま
りに繋がり、それが私達に出来ることのひとつだと思いま
す。 
さて、2/1～2/6 までの約１週間韓国インターアクト高校

生訪日団の方々が来日されました。川口北ＲＣには学生副リ
ーダーの女子生徒のホン・ハヨンさんが来られました。日本
と韓国の親善と平和の為に、交流を深める大切なプログラム
が復活致しました。ホン・ハヨンさんの歓迎会を開催したと
ころ多くの会員の皆様にご参加頂き、また須田先生には多大
なるご奉仕を頂きありがとうございました。担当して頂きま
した奥富青少年奉仕委員長と藤原副委員長に感謝申し上げ
ます。 
2/13 川口北高等学校の学校評議会に参加しました。川口

北ＲＣの会長になると、もれなく評議員になります。評議会
の議題で感じたことは、北高の制服が一新しジェンダーレス
の制服になるとの事で、生徒会で意見を取りまとめたそうで
す。探求学習の実施、好きなことを自ら取り入れ、情報を分
析し課題を解決する取り組みとの事。素晴らしい取り組みを
されていると感じました。 
 

♣本日の卓話       上地 龍之介 会員 

 

 

 

私は、平成 9 年 1 月 12 日生まれで今年の 1 月で 27 にな
りました。小学校から学生生活を終えるまで勉強が苦手で
あまり学業に関してはいい思い出がないのですが、両親の
遺伝もあり体格には昔から恵まれていたため、常にスポー
ツをしていました。高校はさいたま市にある浦和学院出身
で野球が有名な高校です。そんな野球で有名な高校です
が、バレー部に所属していました。こうした学生生活を経
て、現在産業廃棄物処理の仕事を始めてもうすぐ丸 5 年に
なります。弊社では建設業をはじめ工場や産業廃棄物の収
集運搬業者などの廃材の多い業者さんを中心に利用して
いただいています。もともとは、私の祖父が昭和 63 年に
エコサービスの前身となります、ウエチ環境という名前で
現在と同じく川口市の差間で会社を設立します。そして、
平成 15 年に現在の(有)エコサービスと(有)再生産業を設
立しまして、現在に至っています。今後はロータリー活動
を通じ様々な職種の方と親睦を深め視野を広げ、人として
成長していければと思っております。 

深山 正康 会員 
卓話のテーマは私のライフワークについてお話したいと
思います。私は 10 年前から、古神道、古事記の勉強をし
ております。主に古事記を仲間とともに全国に広めていく
活動をしております。現在では学校で古事記の授業が行わ
れていません。また、本来と違った解釈の本が出回ってい
るのが現状です。古事記の間違った認識はとても危険で
す。そして古事記を学ぶことで、日本人の心を育むのだと
思っております。三島由紀夫の｢葉隠｣や新渡戸稲造の「武
士道」そして明治天皇が「教育勅語」を渙発しております。
すべて古事記からきているのです。また著名な哲学者は、
神話を学ばない民族はいつかは滅びてしまうと言われて
います。しかし喜ばしいことに、今の子供たちも日本神話
を体で覚えています。その一つの理由はアニメ「鬼滅の刃」
の中に日本神話のエッセンスが組み込まれているからで
す。そして、世界の人々と文化交流をするには、日本文化
や伝統を学ぶことが重要だと思っております。そのために
古事記を広めていく活動をしております。 
 

 


